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面,凹面 と凸面の写真 の 3条件で刺激を呈示し,リー チ



































































乗畑裕子 (京都大 ･文 ･心理)
ヒトの乳児は顔のように見える図形に対して視覚的
偏好を見せる｡また,ヒト以外の霊長類においても,生
後数ヶ月齢から顔図形-の偏好を見せることが明らかに
なっている｡本年度の研究では,顔図形の持つ全体的,
あるいは部分的情報が,霊長類乳児の顔図形偏好に及ぼ
す影響を調べることを目的とした｡
本実験では,0-21週齢のマカクザル(ニホンザル,
アカゲザル,ボンネットザル,カニクイザル)20個体と
0-37週齢のワタボウシタマリン3個体を被験体とした｡
｢顔図形｣(目,負,口を含む)と ｢対称非顔図形｣(顔部
品が顔に見えないように配置されている)のペア,ある
いは ｢顔配置図形｣(3つの黒い四角が顔様に配置されて
いる (●.●))と ｢縦配置図形｣(3つの黒四角が縦に配置
されている)のペアを,動きを伴わせて呈示し,各刺故
-の追視反応を測定した｡結果は現在分析中であるが,
分析済みのニホンザル8個体 (1-9嘩齢)のデータから
は,｢顔｣は ｢対称非顔｣よりも追視されるが,｢顔配置｣
と ｢縦配置｣の間には明瞭な差異はないという結果が得
られた｡つまり,ニホンザルの乳児は,全体と部分の両
方が顔様の場合にのみ,偏好反応を示すことが示唆され
た｡今後,顔図形偏好に及ぼす全体/部分情報の影響とそ
の発達的変化,種差について検討する予定である｡
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